
民
主
党
県
議
団 

 

環
境
・
経
済
研
究
会
県
内
調
査 

 

七
月
十
日
、
民
主
党
県
議
団
二
十
一
名

が
四
谷
の
千
枚
田
を
訪
れ
、
小
山
舜
二
が

対
応
し
た
。(

以
下
概
要)

 

四
谷
の
千
枚
田
は
標
高
八
百
八
十
三

㍍
の
鞍
掛
山
の
山
懐
に
抱
か
れ
、
恵
ま
れ

た
湧
き
水
と
天
日
乾
燥
で
獲
れ
た
お
米

は
と
て
も
美
味
し
い
。 

 

総
面
積
三
、
六
㌶
の
棚
田
を
二
十
三
戸

の
農
家
が
維
持
管
理
し
て
い
る
。
一
戸
当

た
り
の
水
田
面
積
は
十
二
㌃
と
非
常
に

少
な
く
、
獲
れ
た
お
米
も
「
棚
田
の
米
は

美
味
し
い
か
ら
」
と
、
子
供
や
親
戚
に
配

っ
た
り
し
て
し
ま
い
、
販
売
米
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。 

 

ご
覧
の
と
お
り
、
一
枚
が
０
、
九
㌃
、

四
百
二
十
枚
の
小
田
ん
ぼ
が
積
み
重
な

っ
た
状
態
で
農
作
業
は
と
て
も
辛
い
。 

田
ん
ぼ
は
大
き
く
て
も
小
さ
く
て
も
一

枚
は
一
枚
で
、
大
き
い
方
が
機
械
に
頼
れ

る
か
ら
楽
だ
。
そ
ん
な
、
こ
ん
な
を
考
え

る
と
生
産
性
は
全
く
無
く(

お
金
に
な
ら

な
い)

、
嫌
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

 

過
去
に
は
…
国
の
米
あ
ま
り
対
策
、
減

反
政
策
の
執
ら
れ
る
昭
和
四
十
六
年
ま

で
は
千
二
百
九
十
六
枚
の
田
ん
ぼ
が
作

ら
れ
て
い
た
。
今
、
此
処
か
ら
見
え
る
あ

の
杉
林
も
、
こ
の
谷
間
も
全
部
田
ん
ぼ
で

あ
っ
た
。 

減
反
の
、
経
緯
を
お
話
す
る
と
、
自
ら

も
携
わ
っ
た
そ
の
時
の
状
況
は
、
集
落
に

割
り
当
て
ら
れ
た
面
積
を
達
成
す
る
た

め
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
寄
合
い
が
開
か
れ
た
。

「
先
祖
の
遺
産
を
俺
の
代
に
減
ら
す
訳

に
は
い
か
な
い
」
、
「
作
り
も
し
な
い
田

ん
ぼ
を
誰
が
守
り(

管
理)

を
し
て
く
れ

る
だ
だ

」
な
ど
と
、
毎
回
、
減
反
反
対
。

で
も
、
国
は
強
か
っ
た
。
こ
の
見
渡
す
か

ぎ
り
の
棚
田
を
三
百
七
十
三
枚
ま
で
に

減
ら
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

私
が
感
心
す
る
の
は
、
余
儀
な
く
さ
れ

た
減
反
政
策
に
於
い
て
も
、
こ
れ
だ
け
の

景
観
を
守
り
通(

抵
抗)

し
た
耕
作
者
を

誉
め
て
あ
げ
た
い
。 

 

私
は
、
七
百
年
前
に
は
既
に
田
ん
ぼ
が

作
ら
れ
て
い
た
歴
史
の
あ
る
棚
田
を
「
こ

れ
以
上
減
ら
し
た
く
な
い
」
と
思
い
立
ち
、

平
成
三
年
か
ら
写
真
を
撮
り
貯
め
、
平
成

六
年
、
愛
知
国
体
に
お
い
て
全
国
か
ら
訪

れ
る
国
体
参
加
者
に
写
真
展
を
通
し
美

し
い
景
観
、
棚
田
の
持
つ
機
能
な
ど
を
発

信
し
、
以
降
、
機
会
あ
る
毎
に
棚
田
保
全

を
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 

平
成
九
年
、
行
政
へ
の
受
け
皿
と
し
て

念
願
の
「
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
」
が

発
足
。
と
同
時
に
保
全
に
向
け
て
数
々
の

事
業
、
活
動
が
活
発
化
し
た
。 

①
十
三
・
十
四
年
、
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ

れ
あ
い
事
業
に
よ
り
作
業
道
が
完
成
。
耕

運
機
の
出
し
入
れ
も
難
儀
で
あ
っ
た
道

も
軽
ト
ラ
が
す
い
す
い
。
農
作
業
は
楽
に

な
っ
た
し
、
都
市
か
ら
大
勢
訪
れ
る
よ
う

に
な
り
、
村
も
明
る
く
な
っ
た
。
行
政
も

本
当
に
善
い
税
金
を
使
っ
て
貰
っ
た
も

ん
だ
と
私
は
喜
ん
で
い
る
。 

②
地
域
活
動
と
し
て
、
千
枚
田
売
店
の
会

「
棚
田
っ
娘
」
、
「
田

吾
作
」
、
お
助
け
隊
」

が
次
々
と
発
足
。
頑
張

っ
て
い
る
。 

③

支

援

グ

ル

ー

プ 

他
地
区
か
ら
四
グ
ル

ー
プ
が
耕
作
放
棄
の
解
消
に
力
を
注
い

で
い
て
く
れ
る
。 

④
愛
知
県
ふ
る
さ
と
指
導
員
を
認
定
。
大

き
な

い
て
い
る
。 

支
援
を
頂

都
市
交
流 

①
収
穫
祭 

田
吾
作
主
催
で
十
二
月
に

餅
つ
き
大
会
を
開
催
。
都
市
近
郊
の
人
達

で
賑
わ
う
。 

②
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
み
ん
な
の

奥
三
河(

公
募)

 

田
植
え
、
田
の
草
取
り
、

稲
刈
り
な
ど
を
通
し
、
田
舎
料
理
を
囲
み
、

交
流
が
図
ら
れ
て
い

 

る
。

③
お
田
植
え
感
謝
祭 

お
助
け
隊
主
催

「
み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
開
催
。

早
苗
の
田
ん
ぼ
に
千
五
百
本
の
ロ
ウ
ソ

ク
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
だ
し
、
大

変
、
感
謝
さ
れ
て
い
る
。 

先
祖
が
築
い
た
偉
大
な
財
産
と
し
て

受
け
継
い
だ
棚
田
を
連
綿
と
守
り
、
そ
の

棚
田
を
糧
に
様
々
な
活
動
「
む
ら
づ
く

り
」
に
邁
進
す
る
連
谷
地
区
は
小
さ
い
集

落
な
が
ら
す
こ

元
気
が
い
い
。 

ぶ
る

各
種
受
賞
・
認
定 

・
日
本
の
棚
田
百
選 

農
林
水
産
省
認
定 

・
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
コ
ン
ク
ー
ル 

 

農
林
水

大
臣
賞
受
賞 

産

・
エ
コ
ス
ポ
ッ
ト
あ
い
ち 愛

知
県
環
境
部
Ｈ
Ｐ 

・
東
海
美
の
里
百
選 

東
海
農
政
局
認
定 

・
第
十
一
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

・
念
仏
お
ど
り 

 

む
ら
の
伝
統
文
化
顕
彰 

・
食
と
緑
が
支
え
る
県
民
の
豊
か
な
暮
ら

し
づ
く
り 

 
 
 
 
 

愛
知
県
知
事
賞 

・
豊
か
な
む
ら
づ
く
り 
東
海
農
政
局
長
賞 

・
ふ
る
さ
と
指
導
員
制
度
制

 

愛
知
県 

定

・
美
し
い
愛
知
づ
く
り
景
観600

選
認
定 

愛
知
県
認
定 

千
枚
田
の
展
望 

 

棚
田
の
百
姓
の
平
均
年
齢
は
五
十
九

才
。
全
国
的
に
み
て
も
今
は
若
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
年
を
経
っ
て
い
く
。 

私
は
、
棚
田
の
将
来
を
鑑
み
、
国
の
文

化
財
「
重
要
文
化
的
景
観
」
の
指
定
を
「
千

枚
田
だ
よ
り
」
を
通
し
て
提
案
し
た
。
こ

の
こ
と
に
行
政
も
大
き
く
理
解
い
た
だ

き
、
地
元
の
機
運
を
い
か
に
持
ち
上
げ
る

か

･

に
今
は
懸
か
っ
て
い
る
。 

･                
 

七
百
年
以
上
の
歴
史
あ
る
棚
田
に
、
今

日
は
、
こ
ん
な
に
多
く
の
県
会
議
員
の
先

生
方
が
訪
れ
、
勉
強
会
を
開
か
れ
た
。
小

さ
い
村
な
が
ら
に
千
枚
田
を
糧
に
地
域

住
民
、
皆
ん
な
が
頑
張
っ
て
い
る
。
や
や

も
す
る
と
、
都
会
中
心
的
な
国
づ
く
り
に

重
き
が
み
ら
れ
て
き
た
が
、
善
い
酸
素( 

生
物
多
様
性
、
文
化)

の
豊
富
な
山
村
の

住
民
が
細
々
で
な
く
、
活
き
活
き
と
暮
ら

せ
る
「
む
ら
ず
く
り(

山
村
振
興)

に
も
お

力
を
頂
き
た
い
と
願
う
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 第 59号  

か
な
か
な
は 

こ
ぞ
よ
り
ふ
つ
か 

は
や
く
な
き 

つ
ゆ
の
は
れ
ま
に 

わ
れ
を
せ
か
す
か 

四
谷 

柳
二 



Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０ 

 
生
物
多
様
性
条
約
第
十
回
締
約
国
会

議
あ
い
ち
・
名
古
屋
誘
致
構
想
に
お
け
る

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
冊
子(

全
２
０
ペ
ー
ジ)

に

「
人
の
く
ら
し
と
自
然
が
調
和
し
た
山

里
の
あ
る
風
景(
愛
知
県)

と
題
し
て
四
谷

の
千
枚
田(

小
山
舜
二
撮
影)
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

           

二
〇
一
〇
年
に
行
わ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０

開
催
地
が
愛
知
県
に
決
定
。
六
月
十
四
、

十
五
日
、
そ
の
記
念
行
事
と
し
て
名
古

屋
・
栄 

オ
ア
シ
ス
２
１
で
一
般
公
開
。

ま
た
、
二
十
三
日
に
は
愛
知
県
環
境
部
の

広
告
、
地
球
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１

０
「
あ
い
ち
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
を
次

の
世
代
へ
」
と
題
し
て
朝
日
新
聞
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。 

田
植
え 

 

六
月
二
十
二
日
、
新
・
体
験
交
流
ガ
イ

ド
「
み
ん
な
の
奥
三
河
」
に
応
募
し
た
都

市
部
の
人
た
ち
が
降
り
し
き
る
雨
の
中
、

田
吾
作
の
指
導
で
田
植
え
体
験
と
梅
取

り
を
行
い
ま
し
た
。 

           

田
の
草
取
り 

■ 

六
月
十
五
日
、
豊
橋
調
理
製
菓
専
門 

学
校
は
食
育
総
論
校
外
研
修
の
一
環
と

し
て
、
千
枚
田
の
実
習
田
で
自
ら
が
植
え

た
水
稲
の
生
育
調
査
と
田
の
草
と
り
、
加

工
用
梅
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

          

■ 

六
月
二
十
五
日
、
連
谷
小
学
校
児
童 

の
田
の
草
取
り
が
行
わ
れ
、
終
了
後
は
沢

あ
そ
び
、
そ
し
て
学
校
田
近
く
の
四
阿
で

千
枚
田
給
食
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

■
七
月
五
日
、
三
河
の
山
里
活
性
化
事
業

実
行
委
員
会
主
催
の
「
千
枚
田
で
米
づ
く

り
」(

シ
リ
ー
ズ)

の
田
の
草
取
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

             

に
ほ
ん
の
里
百
選 

朝
日
新
聞
創
刊
百
三
十
周
年
・
森
林
文

化
協
会
創
立
三
十
周
年
記
念 

に
ほ
ん
の

里
百
選
の
応
募
で
は
、
「
景
観
」
生
物
多

様
性
」
「
人
の
営
み
」
の
三
つ
の
条
件
を

満
た
す
よ
う
な
里
と
あ
り
、
四
谷
の
千
枚

田
は
す
べ
て
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か

ら
推
薦
し
ま
し
た
。(
舜) 

環
境
整
備
活
動(

モ
リ
コ
ロ
基
金
活
用) 

七
月
十
三
日
、
連
谷
お
助
け
隊
主
催
の

環
境
整
備 

根
道(

真
菰
〜
方
瀬)

の
雑
木

の
抜
木
、
杉
等
の
枝
打
ち
作
業
。
方
瀬
か

ら
稲
目
ま
で
の
市
道
上
の
枝
打
ち
作
業

を
行
い
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
保
存
会
、
集
落
の
方
々
も
連

谷
地
区
の
地
域
振
興
お
よ
び
活
性
化
の

た
め
に
大
勢
出
役
し
ま
し
た
。 

           

情
報 

 

六
月
日
、
農
林
漁
業
現
地
事
例
情
報

「
農
山
漁
村
地
域
活
性
化
に
向
け
た
優

良
取
り
組
み
事
例
」
に
つ
い
て
東
海
農
政

局 

豊
橋
・
情
報
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
小
山

舜
二
か
ら
情
報
収
集
が
行
わ
れ
ま
し

。 

た

行

 
  
 
 

山

千
枚
田
保
存
会

 
 

平
成
二
十
年
七
月
十
五
日

鞍
掛

麓

 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

稲の生育調査 


